














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































っこうがんばっているな」と思いました。 ・ ・ ・』この
様子は,最初否定的であった「トライやる・ウィーク」
か完全に自己目的的経験となり,信頼感,満足感,及
び充実感等を読みとることができるD
この事例のように自己目的的経験が整っていない状
況は,普段の授業場面の中でもよくあることである。
現実的に言うと自己目的的経験を40人の生徒が満たす
ことはかなり難しいnしかし,このような条件におい
ても,教師はいかに生徒一人一人が目的をもって活動
できるか工夫すべきであるLnJ『はじめの頃にはやらせて
もらえなかった会計の仕事や,カルテの整理をまかさ
虹旦且_というように生徒を信頼した関係者の行動は,
極めて有効なものであり,指導者側の工夫次第ではこ
の事例のように,目的を持ち取り組むことが可能であ
り,教師も見習うべき点であろうO事例4において遁坐
さい子たちがいっぱいきた。 みんなかわいかった。 』,『小
さい子は,みんな元気で,声も大きくて,けっこうか
わいかった・ ・ ・』等の表現に見られるように,生徒
ほ肯定的感情を必ずどこかに持ち合わせているもので
ある。したがって>i! ふだん,小さい子と遊ばないから
何をして遊んだらいいのかわからなくなった』という
場面での教師・関係者側の適切な指導・支援があった
なら,心理的エネルギーを統制することも可能だった
のではないだろうか。
サォv
最後にまとめとして,これまでの分析及び考察を踏
まえ,これからの学校教育に必要な方向性について考
察する。
生徒が「やらされている」という意識のもとでは,「学
び」も「遊び」も「外発的報酬による満足」によって
成り立つものである。 従来の学校教育はこの「外発的
報酬による満足」を多く求めてきたのではないだろう
か。つまり,生徒自身はテストの点数や成績の順位,
評定により満足感を得ることが多く,「学ぶ」という行
為自体に「内発的報酬による楽しさ」をみることが少
なかったと考えられるからである。
「学び」に本来必要なものはその行為自体か目的で
あり,その目的は生徒一人一人の価値観によってそれ
ぞれ決まってくるものなのではないだろうか。 つまり,
自己目的的経験に基づく「内発的報酬による楽しさ」
こそ,「学び」には本来大切なのではないだろうか。 孔
子の言葉に「これを知る者は,これを好む者に如かず,
これを好む者はこれを楽しむ者に如かず」という言葉
かある。「学問の知識が豊富なものは,学問を好きなも
のには及ばず学問を好きなものは,学問を楽しんでい
るものには遠く及ばない」という意味である。 例えば
「学び」を偏差値や大学合格のためだけに行っている
生徒は,本来の学問の楽しさを知ることは少ない。 つ
まり,偏差値アップや大学合格というr外的報酬によ
る満足」があるから「学び」を続けているということ
になる。裏を返すと「外的報酬による満足」がない場
合には「学び」をしないと言うことになる。 逆に「学
び」を「内発的報酬による楽しさ」として捉えている
生徒にとっては,「学び」という行為自体が楽しさをも
たらすものであるから,極端に言うと学校の成績が上
からなくても,希望の大学に合格できなくても「学び」
という行為を自ら続けることになるであろう。 「内発的
報酬による楽しさ」に裏付けられた「学び」はこれか
ら学校教育が目指す方向を示唆し,学校教育から社会
教育,ひいては生涯教育-とつながる大切な要素であ
ると考える。
これからの学校教育か目指す方向は,「外発的報酬に
よる満足」にだけに終わってはいけないと考えるO決
して「外発的報酬による満足」を否定しているわけで
はない。学校教育には必要であると考えている。 しか
し,これまでの教育現場では「外発的報酬による満足」
を多く用い過ぎたように思われる。 大事なことは学校
教育全体を生徒の立場から見直し,問いかけ「内発的
報酬による楽しさ」と「外発的報酬による満足」を車
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の両輪のようにうまくバランスさせることであり,こ
れまでの学校教育には少なかった「内発的報酬による
楽しさ」を積極的に取り入れる工夫か,今後必要であ
ると考えるo
兵庫県で実施された「トライやる・ウィーク」は,
フロー理論の立場から考察すると自己目的的経験に基
づいた「内発的報酬による楽しさ」を求める活動と位
置づけることができる。 「トライやる・ウィーク」の実
施は,学校教育の新たな可能性を学校や教師・家庭・
地域社会にも再確認させてくれるものであり教育的効
果は高いものと思われる。 新学習指導要領に組み入れ
られる総合的な学習は「各学校は,地域や学校,生徒
の実態などに応じて,横断的・総合的な学習や生徒の
興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教
育活動を行うものとする」とあり,総合的な学習との
関連を図りながら「トライやる・ウィーク」を位置づ
けることも可能と考えられるOいずれにしても,これ
からの学校教育の中でこのような活動か効果的に用い
られることを期待し,今後,家庭・学校・地域社会の
3者が,生徒を中心に据えた「育」の部分を大切に,
この活動をさら推進していくことを強く望むものであ
る。
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